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「グローバルＣＯＥプログラム」（平成２０年度採択拠点）事業結果報告書                        概 要 

機 関 名 横浜国立大学 機関番号 １２７０１ 拠点番号 Ｊ０７ 

１.機関の代表者 

 （ 学 長 ） 

(ふりがな<ローマ字>)   SUZUKI     KUNIO 

（氏 名）  鈴木 邦雄 

２．申請分野 

（該当するものに○印） 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ<機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

３．拠点のプログラム名称 

  （英訳名） 

情報通信による医工融合イノベーション創生 

Innovative Integration between Medicine and Engineering Based on Information 

Communications Technology 

 研究分野及びキーワード <研究分野：人間医工学>(医療情報システム)( 生体情報･計測)( 医用光･熱工学)( 医用マイク

ロ･ナノマシン)( 医用･生体画像) 

４．専攻等名 

大学院工学研究院 知的構造の創生部門 電気電子と数理情報分野（物理情報工学専攻）  

大学院環境情報研究院 社会環境と情報部門 

未来情報通信医療社会基盤センター 

５．連携先機関名 

（他の大学等と連携した取組の場合） 

横浜市立大学 大学院医学研究科 生命分子情報医科学専攻，生体機能医科学専攻， 

生体システム医科学専攻  

情報通信研究機構 新世代ワイヤレス研究センター 医療支援ＩＣＴグループ 

フィンランド オウル大学 工学部 情報通信研究所，医学部 生体医科学研究所 

６．事業推進担当者           計 ２４名 

※他の大学等と連携した取組の場合：拠点となる大学に所属する事業推進担当者の割合［70.8％］ 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 
所属部局(専攻等)・職名 

現在の専門 
学 位 

役 割 分 担 
（事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項） 

(拠点リーダー)    

河野
K o h n o

 隆二
R y u j i

 工学研究院知的構造の創生部門・教授 情報通信工学博士 執行役員長：拠点統括，情報G：医療ICT・BAN標準化 

新井
A r a i

 宏之
Hiroyuki

工学研究院知的構造の創生部門・教授 ｱﾝﾃﾅ工学工学博士 執行役員：産学連携担当, 情報G：医療EMC解析・対策 

松本
Matsumoto

 勉
Tsutomu

環境情報研究院社会環境と情報部門・教授 情報ｾｷｭﾘﾃｨ工学博士 省庁連携担当, 情報G：医療情報ｾｷｭﾘﾃｨ・個人認証 

落合
Ochiai

 秀樹
Hideki

 工学研究院知的構造の創生部門・准教授 通信処理博士(工学) ﾀ゙ﾌ゙ﾙﾚｼ゙ﾃ゙ﾝﾄ制教育担当 情報G：医療通信方式・ﾌ゚ﾛﾄｺﾙ 

國分
Kokubun

 泰雄
Y a s u o

 工学研究院知的構造の創生部門・教授 光工学工学博士 PED制度教育担当，ｾﾝｻG：医用光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

荻野
O g i n o

 俊郎
Toshio

 工学研究院知的構造の創生部門・教授 ﾅﾉﾃｸ工学工学博士 教育制度担当 ｾﾝｻG：ﾅﾉﾊ゙ｲｵｾﾝｻﾃ゙ﾊ゙ｲｽ 

森下
Morishita

 信
Shin

 環境情報研究院人工環境と情報部門・教授 細胞力学工学博士 医工連携教育総括，生体G：ﾊ゙ｲｵﾒｶﾆｸｽ，ｾﾙｵー ﾄﾏﾄﾝ 

渡邉
Watanabe

 昌俊
Masatoshi

工学研究院機能の創生部門・教授 医工学 医学博士 医工連携研究担当 生体G：発癌病理，ﾊ゙ｲｵﾌ゚ﾛｾｽ 

吉川
Yoshikawa

 信行
Nobuyuki

工学研究院知的構造の創生部門・教授 超伝導工学博士 執行役員：サブリーダ ｾﾝｻG：超伝導ｾﾝｼﾝｸ゙ 

馬場
B a b a

 俊彦
Toshihiko

 工学研究院知的構造の創生部門・教授 光工学工学博士 ｾﾝｻ教育研究担当 ｾﾝｻG：医療用ﾌｫﾄﾆｯｸ結晶 

河村
Kawamura

 篤男
A t s u o

工学研究院知的構造の創生部門・教授 ﾊﾜ゚ｴﾚ工学博士 執行役員：サブリーダ メカG：医療ｱｸﾁｭｴー ﾀ 

丸尾
M a r u o

 昭二
Shouji

工学研究院システムの創生部門・准教授 ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ博士(工学) メカ研究担当 メカG：体内ﾏｲｸﾛﾅﾉﾏｼﾝ・ﾊ゙ｲｵﾁｯﾌ 

藤本
Fujimoto

 康孝
Yasutaka

 

工学研究院知的構造の創生部門・准教授 制御工学博士(工学) メカ教育担当 メカG：医療ﾛﾎ゙ｯﾄ制御・ﾊ゙ｲｵｾﾝｻ（H22.4.1 追加 

長尾
N a g a o

 智晴
Tomoharu

環境情報研究院社会環境と情報部門・教授 情報処理･工学博士 執行役員：倫理・会計担当 生体G：医療画像処理 

竹村
Takemura

 泰司
Yasushi

 工学研究院知的構造の創生部門・教授 磁気工学博士(工学) ﾀ゙ﾌ゙ﾙﾃ゙ｨｸ゙ﾘー 制教育担当 ｾﾝｻG：ﾊｲﾊ゚ ｻーー ﾐｱ 

濱上
Hamagami

 知樹
Tomoki

 

工学研究院知的構造の創生部門・教授 医療福祉博士(工学) ﾍ゚ｱﾘﾝｸ゙教育制担当 生体G：医療福祉情報処理 

塩見
Shiomi

 正
Tadashi

未来情報通信医療社会基盤センター・教授 衛星通信 工学博士 法制化担当 情報G：医療ICT機器基盤研究・法制化 

井上
I n o u e

 登美夫
T o m i o

  横浜市立大学大学院医学研究科・教授 放射線医学 医学博士 執行役員：大学・FDA連携総括医療G：ｲﾒー ｼ゙ﾝｸ゙，治験 

後藤
G o t o

 隆久
Takahisa

横浜市立大学大学院医学研究科・教授 麻酔科学 医学博士 医事・薬事法制担当医療G：麻酔ﾈｯﾄﾜー ｸ・ﾕﾋ゙ｷﾀｽ医療 

齋藤
S a i t o

 知行
Tomoyuki

 横浜市立大学大学院医学研究科・教授 生体材料 医学博士 倫理検証担当 医療G：統合医療ｾﾝｻ・ﾓｼ゙ｭー ﾙ 

根本
Nemoto

 明宜
Akinobu

横浜市立大学附属病院医療情報部・准教授 医療情報医学士 臨床教育担当 医療G：医療情報・ﾘﾊﾋ゙ﾘﾃー ｼｮﾝ 

市川
Ichikawa

 靖史
Yasushi

横浜市立大学大学院医学研究科・准教授 臨床腫瘍学 医学博士 臨床研究担当 医療G：電子ｶﾙﾃ・院内ﾈｯﾄﾜー ｸ 

熊谷
Kumagai

 博
Hiroshi

情報通信研究機構・理事兼横国大・教授 衛星観測 工学博士 国際標準化担当 情報G：衛星遠隔医療ﾈｯﾄﾜー ｸ（H21.4.1 追加） 

ペンティ
P e n t t i  

・レッパネン
L e p p ä n e n

フィンランドオウル大学工学部・教授 無線通信 Ph. D. 国際連携担当 情報G：医療ＩＣＴ高信頼化ｼｽﾃﾑ 

藤本
Fujimoto

 博志
Hiroshi

 工学研究院知的構造の創生部門・准教授 制御工学博士（工学） メカ教育担当 メカＧ：医療ロボット制御・ﾊ゙ｲｵｾﾝｻ（H22.4.1 辞退） 

大森
Ohmori

 信吾
Shingo

 情報通信研究機構・理事兼横国大・教授 衛星通信工学博士 国際標準化担当 情報Ｇ：衛星遠隔医療ﾈｯﾄﾜー ｸ（Ｈ214.1 辞退）） 
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【公表】 

機関（連携先機関）名 横浜国立大学 横浜市立大学 情報通信研究機構 オウル大学 

拠点のプログラム名称 情報通信による医工融合イノベーション創生 

中核となる専攻等名 大学院工学研究院 知的構造の創生部門 電気電子と数理情報分野（物理情報工学専攻） 

事 業 推 進 担 当 者  （拠点リーダー）河野隆二・教授         外２３名 

［拠点形成の目的］ 
本拠点は，様々な医工連携のアプローチの中でも，ボディエリアネットワーク（BAN）を中心に

置き，さらに外部インフラ・システムとつながることで高度な医療・福祉支援サービス・社会イン
フラにまでその応用範囲を拡大させる医療ICTの実現とそのための人材育成を目的とした．BANは，
生体内外のセンサ・メカを無線・光ネットワークでつなぐユビキタス医療の中核を成し，本拠点リ
ーダがその研究開発はもとより国際標準化(IEEE802.15.6)，産業化，法制化において世界をリード
している象徴的な成果である．このBANをコアとする情報通信技術(ICT)と医科学との融合領域であ
る医療ICTは，本拠点が最も得意とする情報通信と光電波融合技術を用いたデバイス・センサ技術
により実現が加速される．  

21世紀COEプログラム「ICTに基づく未来社会基盤創生」の成果を医療社会基盤に発展的に集中
し，本学の卓越した情報通信，デバイス，メカ，生体，情報処理の工学分野，横浜市大の臨床医療
分野を融合し，医療ICTに関する世界最高水準の先端研究を通じた教育を行ってきた．特に，医療
ICTの基礎・先端研究から産業化・臨床導入に至り，世界をリードする医工融合エンジニア・科学
者・医師を輩出している．そのために，本学が全国初に導入したPED大学院教育制度や，工学と医
学の博士号を効率的に取得するダブルディグリー制などにより，工学と医学の視野を兼ね備えた実
践的な人材を育成している．本学が研究教育実績を積んできた横浜市大（医学系），情報通信研究
機構(NICT)，モバイルICTで世界展開し先進医療福祉で有名なフィンランドのオウル大学との連携を
強化し，世界規模の医療ICT産業の創生と人類の医療・福祉に貢献するグローバル拠点となる． 
［拠点形成計画及び達成状況の概要］ 

1.運営体制 21世紀COEプログラムで成功した執行役員制を発展させ，執行役員会を中心とす
る権限と責任の集約による機能的運営と学内外評価・管理監査・臨床倫理各委員会による厳正な
評価・管理監査の下，デバイス・メカ・生体・情報・医療の５グループの連携により教育研究を
行った．ICTの最高研究機関である情報通信研究機構(NICT)と密な人事交流や産学官連携コンソシア
ム主宰によるUWB，医療ICTの標準化，法制化主導などにより新産業創生を推進してきた．特に，
横浜市大医学研究科と地域連携し，医療ICTの共同研究教育を発展させ，連携大学院教育の共同実
施に至り，実施成果の臨床研究を通じた実践教育を行ってきた．モバイルICTと医療の先進国であ
るフィンランドのオウル大学との国際連携を拡充し，京浜臨海部ライフイノベーション国際連略総合
特区の認定を受け，横浜MM21にオウル大学日本研究所CWC日本(株)を本学医療ICTセンターサテラ
イトと隣接して2012年3月に開設し，横須賀市サーチパーク(YRP)のサテライトも活用し，学生や若手
研究者による国際的人事交流により，教育・研究・管理・倫理・ビジネスで調和のとれたグロー
バル拠点を形成し，医のニーズと工のシーズの整合を重視し，頻度・深度両面で緊密な運営を推進し
てきた． 

2.教育計画・達成状況 各グループに所属する博士課程学生が他グループで指導を受け，異な
る方法論や総合力を身につけるダブルレジデント制を義務化し，PED大学院教育制度を拡充して，
複数の専門モジュールのスタジオを海外機関と構成し，実践教育を実施してきた．また，アシスタ
ント雇用制度や相互メンター雇用制度により自立支援し，海外インターンシップ制により，海外機関に
博士号取得後に就職するキャリアパスを形成した．特に，工学と医学の博士号を効率的に取得で
きるダブルディグリー制を実施し，医から工、工から医へ各2名の成果を上げている．これらによ
り医工融合技術を先導する世界最高水準の科学者・エンジニア・医師やイノベーションを創生する
リーダーを育成している．これらの教育的効果について，内外評価委員会において検証してきた． 

3.研究計画・達成状況 情報通信に基づく医工融合イノベーションを創生するために，BANに関
わる先端的情報・通信・デバイス技術をコアとし，インプラントBANからウェアラブルBAN及び既
存ネットワークとの統合によるユビキタス医療の実現する医療ICTの研究を推進した．本拠点にお
ける研究活動を基礎から応用にわたる理論・技術の視点に応じて，３つの階層に分類し，組織的に
研究を推進してきた．すなわち，(1) BANコア：BANの高度化に必須な基礎理論と技術，(2) BANペ
リフェラル：BANアプリを実現するために必須な融合理論と技術，(3) BANアプリ：BAN技術に基
づく新たな医療システムとサービスの各層において，生体，デバイス，メカ，情報に跨るマルチデ
ィシプリナリな基礎研究から応用研究，臨床導入，産業化にわたるロードマップを作成し，計画的
に実行した．具体的には，医療ICTのディペンダブルなインプラントセンサロボット，BAN用スマートスー
ツ，遠隔ハプティクス制御，フォトニックバイオセンサ，医療進化的画像処理などの膨大な研究成果を得
た．特に，医療用BANの国際標準IEEE802.15.6を主導し，2012年2月採択に成功した．さらに，技術の
医療への応用ばかりではなく，医療現場・患者の視点に立ち，臨床導入のための治験，倫理検証な
どを通じて，医療ICT機器の薬事承認などのレギュラトリ科学の専門家育成に発展させている．すでに，
BANの国際標準対応モデルの社会実験，臨場実験，試験導入を進めている．  
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                                                                     様式３【公表】 

６－１．国際的に卓越した拠点形成としての成果  
国際的に卓越した教育研究拠点の形成という観点に照らしてアピールできる成果について具体的かつ明確、簡潔に記入してください。 

【本拠点の医療ICTのコアであるボディエリアネットワーク(BAN)の国際標準化IEEE802.15.6に成功】 
本拠点は，様々な医工連携のアプローチの中でも，BANをその中心としたICTに置き，さらに外部

インフラ・システムとつながることで高度な医療・福祉支援サービス・社会システムにまでその応用
範囲を拡大させる医療ICT将来ビジョンを掲げた．これは，中核である横浜国大が最も得意とする情報
通信と光電波融合技術を用いた小型デバイス・センサ技術と，横浜市大の臨床医療との医工連携，NICTに
よる医療ICTコンソシアムの産学官連携，オウル大による国際連携により初めて実現可能となった．    

その最大の成果として，医療用BANの国際標準IEEE802.15.6に本拠点の横浜国大とNICTが提案し
た標準案を中心に，他の31提案を本拠点リーダが日米欧のSMA(Super Majority Alliance)の議長とな
り一本化し，平成24年2月，標準化に成功した．その中核技術として、本拠点発のUWB(超広帯域)無
線などの特許技術が採用され，UWB無線に関する電波法制定やITU-Rにおける国際法制化を中心的に
牽引した．これにより，日本がBANを利用した医療ICT分野における研究開発や産業育成において世
界におけるイニシアチブをとる礎を築いた．このように先端ICTによるBANの国際標準化をコアとし
て，医工融合領域の研究開発と産業
の国際的リーダーシップを獲得す
るアプローチは，世界に類を見ない
本拠点の独創的成果であり，教育，
研究，法制化，標準化，産業化の成
功モデルである．   

この成功により，民需に基づく
BANによるユビキタス医療ネット
ワークが国内外に経済的に普及し，
本拠点が目標とする健康で安心・安
全な医療社会インフラストラクチ
ャの構築と持続的発展を現実のも
のとする見込みを得た．これを契機
に，関連分野の学術，産業の活性化
や医療ICT専門家の需要など，将来
の波及効果は極めて大きい． 
【京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区横浜MM21から発信する国際医療ICTイノベーション】 

医療，福祉に関する人材，情報，技術，産業の集積を
有し，京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特
区に認定された国際都市横浜のみなとみらい21(MM21)
に，横浜国大の未来情報通信医療社会基盤センターのサ
テライトを平成24年3月に開設し，さらに，オウル大学
日本研究所CWC日本(株)，横浜市大による医療画像読
影センターや京浜臨海部ライフイノベーション支援機構
(NPO)，途上国の医療支援の国連WAFUNIFが同ビルに
開設され，研究開発と実践的教育により，国際産業化，
臨床導入による真に実用化において世界をリードする
国際医療ICT拠点を構築した．さらに，横浜国大とオウ
ル大による欧州ETSIのeHealth，smart BANプロジェクト
参加，横浜市大による米国食品医薬品局(FDA)との連携
や共同事業などにより，医療ICTに関して，横浜が世界
のハブとなり人材の集約，技術・サービスの発信，人材
の育成を国際的に推進している． 
【医工融合ダブルディグリー（医学・工学博士号）制】 

先端科学技術による医療機器の研究開発や薬事承

認におけるDevice Lag問題解消に必要な医学と工学の

いずれにも精通したリーダ育成のために，横浜国大工

学府と横浜市大医学研究科による医工の地域連携に

より，医学と工学の両博士号を授与する横浜型ダブル

ディグリー制を本事業で導入し，両博士号を有する医

工融合イノベータを輩出した．さらに，フィンランド・オウ

ル大医学・工学大学院と共に，その国際化を図り，国

際医療ICTシンポジウム主催などを通じて，横浜をボス

トンに並び立つ医工融合の国際教育拠点とした． 

 

本拠点によるBANの標準化・法制化・ビジネスによる医療ICTビジョン 

 

横浜国大・市大による医工ダブルディグリー制 

 

横浜MM21の国際医療ICTイノベーション拠点 



 
 

 
 

「グローバルＣＯＥプログラム」（平成２０年度採択拠点）事後評価結果 
 

 

機 関 名 横浜国立大学 拠点番号 J07 

申請分野 学際、複合、新領域 

拠点プログラム名称 情報通信による医工融合イノベーション創生 

中核となる専攻等名 工学研究院知的構造の創生部門 

事業推進担当者 (拠点リーダー名)河野 隆二          外 23 名 

 
◇グローバルＣＯＥプログラム委員会における評価（公表用）            

 

（総括評価） 

設定された目的は十分達成された。 

 

（コメント） 

大学の将来構想と組織的な支援については、本拠点を大学全体の目標である「実践的学術の

拠点大学」創生のための専門領域と位置付け、医工融合による新技術の開発とその実践を目的

とした拠点形成を推進した。また、学長による強力なマネジメント体制の下、本拠点に対して、

大学全体として資金、人員、スペース提供などの組織的な支援を行ったことは高く評価できる。 
拠点形成全体に関しては、BAN（ボディエリアネットワーク）に関する積極的研究開発、

BANの国際標準化の推進・自己技術による貢献、並びに学生に工学と医学の博士号を効率的に

取得させる横浜型ダブルディグリー制の導入など、イノベーション・教育制度の革新等につい

ても、その発想・推進ならびに成果全体は評価できる。また、国際競争力のある大学づくりを

目指し、横浜市立大学やフィンランドのオウル大学との連携を行ったことは評価できる。 
人材育成面については、「実務家型技術者・研究者」を育成する大学院教育プログラムとし

てのPED（Pi-type degree）の実施、学生に異なる専門を身につけさせるダブルレジデント制

の推奨などがなされ、医工融合イノベータの輩出が目指され、期待に沿う成果を上げている。 
研究活動面については、研究開発を積極的に進め、BANや超広帯域（UWB）無線機器の国

際標準化、法制化、実用化に貢献した。また、これらの成果を国際展開するために海外連携を

行い、工学の新技術を医療現場に展開するためのレギュラトリ科学の教育研究活動も行った。

しかし、医工融合の観点については、中間評価時における工学の側面に偏重しているとの指摘

を受け、その後医学の側面の強化について努力は認められるものの、依然として工学偏重の傾

向があり、今後大学内での事業継続に際して、これまで以上に改善されていくことを期待した

い。 
今後の展望については、レギュラトリ科学という文理融合分野の教育研究の推進、横浜市立

大学やオウル大学等との連携の強化、本事業の成果を産業化する取組などが発展的に行われて

おり、今後も継続的になされていくと思われ、本プロジェクトへの期待は大きい。 

 


